
第６学年 国語科学習指導案 

い 組  男 子 1 5 名  女 子 1 7 名  計 3 2 名   

指 導 者  古 園  正 樹  

１ 単  元    自分の感じたことを，朗読で表現しよう（教材「やまなし」光村６年） 

２ 単元について 

(1)  単元の位置とねらい 

    この期の子どもたちは，これまでに第５学年の「すぐれた表現に着目して，物語のみりょくを伝

え合おう」の学習で，登場人物の心情や動き，情景を表す叙述を捉え，優れた表現について自分の

考えをまとめる能力を身に付けてきている。また，第５学年の「特色をとらえながら読み，物語を

めぐって話し合おう」の学習で，複数の本を選んで登場人物の人柄や物語の構成などの特色を比べ

て伝え合おうとする態度を身に付けている。さらに,物語を読み，その解釈を友達と比較しながら伝

え合いたいという願いをもっている。 

    そこで，本単元では登場人物の会話や場面の様子を表す言葉に着目して感じたことや考えたこと

をまとめて朗読で表現する活動を通して，自分が思ったことや考えたことを，表現性を高めて伝え

ようとするものである。また，場面と場面を比較したり資料と関係付けて読んだりしながら物語の

世界観や作者の考え方を捉える能力や，聞き合った感想を伝え合おうとする態度を身に付けさせた

いと考え，単元「自分の感じたことを，朗読で表現しよう」（教材「やまなし」）を設定した。 

    この学習は，登場人物や登場人物相互の関係から生き方を学ぶ単元「登場人物の関係をとらえ，

人物の生き方について話し合おう」の学習へと発展するものである。 

(2) 指導の基本的な立場 

    教材「やまなし」は，かにの会話や様子，水や光の様子，かわせみとやまなしなど，五月と十二

月の対比的表現から「生と死」「光と影」「奪うものと与えるもの」などの世界観を読み取ることが

できる文学的文章である。作者宮沢賢治の生き方や考え方を複数の視点から解釈することができる

本教材は，自他のよさを認め合おうとする考え方が高まり始めるこの期の子どもたちに適した教材

である。また，物語の情景を思い浮かべることにつながる比喩や色彩等の表現が多く使われており，

抽象的な思考の発達が見られるこの期の子どもたちに適した教材である。 

    そこで，本単元では，物語の世界観を自分なりに捉えさせるために，比喩・色彩などの形式に着

目させて情景を想像させたり，宮沢賢治に関する資料を参考にして賢治の生き方・考え方が物語に

表れていないかを考えたりしながら読み進めさせる。その際，自分が選んだ場面を朗読することを

単元の言語活動として設定する。その上で，物語の世界観を朗読で表現するために，「やまなし」を

どのように読めばよいかという課題意識をもたせて教材文を読ませることが大切である。 

    具体的には，まず，試行として教材「やまなし」を読んで感想を交流した後朗読を発表しながら

課題を整理させ，朗読するためには物語に描かれた世界を自分なりに捉え，言葉の響きやリズムを

生かして表現する必要があることを確認する。また，宮沢賢治の作品に関心をもたせるために，同

一作者のブックトークや並行読書を行ったり，朗読モデルを視聴させたりする。  

    次に，宮沢賢治の生き方や考え方を捉えさせるために，資料として伝記「イーハトーヴの夢」や

宮沢賢治の写真・年表等を提示し，「宮沢賢治の生き方・考え方カード」をまとめさせる。また，「や

まなし」の世界観を自分なりに解釈させるために，水中の様子を表す言葉の意味を考えて五月と十

二月の場面の様子を比較させたり，賢治の生き方・考え方を基に題名の意味を考えさせたりする。 

    さらに，それぞれの解釈を基に朗読させ，互いの朗読のよさを認め合わせることで，学習に対す

る成就感や達成感を味わわせるとともに，身に付けた国語の能力を実感させる。 

    これらの学習を通して，言葉の響きやリズムのもつ美しさを理解するとともに，言葉同士の関係

性を問い直して自分の思いや考えを深める力を高め，言葉がもつよさを認識しながら思いや考えを

伝え合おうとする態度を身に付けることにつながる。 



(3) 子どもの実態 

    本学級の子どもたちが、本単元の学習や本教材に対して，どのような興味や関心をもっているか

を調査した結果は，次のとおりである。（数字は，人数を表す） 

① 初発の感想（複数回答） 

・物語全体について（15） 

（怖い，悲しい，不思議，意味が分からない） 

・登場人物などについて（13） 

（クラムボンとは何か，かにの会話が楽しそう） 

・表現について（９） 

（比喩がおもしろい・色彩がきれい） 

・なぜ，題名が「やまなし」なのか（４） 

・作者は何を伝えたいのか（４） 

② 物語の世界観についての捉え（複数回答） 

【五月】 

・抽象的「怖い」「悲しい」「静か」「青白い」（18） 

・具体的「クラムボン」「子ども」「かに」「魚」（11） 

・時間や場所「春」「始まり」「海」（３） 

【十二月】 

・抽象的「楽しい」「明るい」（７） 

・具体的「かにの成長」「やまなし」（15） 

・時間や場所「秋」「終わり」「海」（６） 

・無回答（４） 

③ 表現の工夫（複数回答） 

・比喩（19） ・色彩（15）  ・擬声語，擬態語（11） ・擬人法（11） ・額縁構造（１） 

④ 言語活動「朗読」について 

・ある（21）  

・ない（11）      

【気を付けること】 ・登場人物の気持ちを想像する（12） ・情景を想像する（３） 

・作者の思いを考える（３）     ・強弱や速さに気を付ける（５） 

⑤ 宮沢賢治の読書経験（複数回答） 

・ある（22）  

・ない（10） 
・銀河鉄道の夜（13）   ・注文の多い料理店（13）   ・雨ニモマケズの詩（６） 

・セロ弾きのゴーシュ（４） ・風の又三郎（４）  ・その他（３） 

⑤ 難語句（複数回答）  

・クラムボン（９） ・金剛石（８） ・金雲母（７） ・幻灯（７） ・やまなし（４） ・かげ法師（３） 

・ひるがえす（３） ・イサド（３） ・遠眼鏡（３） ・にわか（２）  

多くの子どもたちが物語全体や登場人物などの言動に着目して感想をもっているが，物語の世界

観を豊かに想像しようとしていない(①)。これは，本文が２つの場面で構成されており，これまで

の読書経験で目にした起承転結の構成とは異なるからだと考えられる。物語の世界観については，

五月を抽象的に捉えている子どもが多いが，十二月は「かにの成長」「やまなし」など，具体的な対

象に着目している子どもが多い(②)。これは，両場面に共通して登場するかにの成長に着目したり，

やまなしが物語の展開に影響を与えていると捉えたりしたからだと考えられる。表現の工夫につい

ては，比喩・色彩等の技法に気付いている子どもが多い一方で，物語全体の構成について捉えるこ

とができていない(③)。朗読については，ほとんどの子どもたちが経験しているが，登場人物の気

持ちを表現しようとする意識が強い(④)。これは，物語を読む際に，描かれた世界観を捉える読み

取りをする経験が少ないためであると考えられる。宮沢賢治の作品の読書経験については，約３分

の２の子どもたちが複数の作品を読んだ経験がある(⑤)。難語句については，作者の造語だけでな

く，物語の世界観を捉えることにつながる語句も挙げられている(⑥)。 

(4) 指導上の留意点 

    以上のことから，指導に当たっては，子どもが試行の朗読から課題を見いだし，物語を自分なり

に解釈しながら読み，その解釈を朗読に生かすことができるように，学習内容設定や指導方法を次

のように工夫することが大切であると考える。 

ア 単元・教材への関心を高めさせるために，「銀河鉄道の夜」の朗読モデルを聞いて物語の世界観

をどのように捉えたか互いに交流させたり，資料「イーハトーヴの夢」を読んで宮沢賢治の生き

方・考え方についてまとめ，教材「やまなし」の世界観には作者のどのような思いが表れている

のか話し合わせたりする。 

イ 「やまなし」の世界観を自分なりの思いで捉えさせるために，「かにの様子や会話」「水や光の様

子」「上から来たもの」などの観点で五月と十二月の場面を比較して感じたことや考えたことを話

し合わせ，自分の考えを再構築させながら読ませる。 

ウ 自分の学習を振り返らせ，今後の読みへとつなげるために，朗読で表現するために大切なこと

を振り返らせたり，朗読を通して互いの解釈を交流した感想を伝え合わせたりする。  



３ 目 標 

(1) 比喩・色彩等の優れた表現に気付き，その効果を考えながら朗読することができる。 

(2)・ 場面同士を比較したり，宮沢賢治の生き方・考え方と「やまなし」を関係付けたりして，作者

の作品に対する思いを自分なりに捉えることができる。  

  ・ かにの親子の心情や谷川の様子を想像して，「やまなし」の作品世界を読み取ることができる。 

(3) 宮沢賢治に関心をもち，自分なりの解釈を基に「やまなし」を朗読しようとすることができる。 

４ 指導計画（全８時間）  

過程 
思いを連続・発展 

させる心の高まり 
学習課題・学習内容の構造・主な学習活動 教師の具体的な働きかけ 

 

 

 ○ 単元や教材への興味・関心を高
め，課題意識をもたせるために，
「銀河鉄道の夜」の朗読モデルを
聞いて感想を交流させたり，試し
の朗読をして場面の様子や表現
を詳しく捉える必要があること
に気付かせたりする。 

〇 宮沢賢治の生き方・考え方を捉
えさせるために，「イーハトーヴ
の夢」を参考に年表・名言・感想
をまとめる紹介カードを作成さ
せる。 

〇 比喩や色彩等の表現の効果を
考えさせるために，並行読書を通
して賢治独特の表現や世界観に
触れさせ，描かれている情景を想
像させる。 

〇 内容と形式の両面から言
葉を吟味させるために，五
月・十二月それぞれどのよ
うな世界かを考えさせる学
習課題を設定し，かわせみ
ややまなしの登場場面にお
ける作者の表現の工夫を話
し合わせ，その効果を考え
させる。 

○ 言葉と言葉をつなぎなが
ら自分の考えを深めていか
せるために，直感を基に見
いだした根拠を賢治の生き
方・考え方（既習），やまな
しという題名の意味（教
材），友達の考え（他者）を
関係付けて自分の考えを再
構築させ，自分なりの解釈
をもたせる。 

〇 学習に対する有用感や成
就感を味わわせるために，
朗読発表会を通して自他の
朗読の違いから相手の解釈
や観点に基づいた朗読のよ
さを伝え合う相互評価をさ
せたり，自分の朗読を自己
評価させたりする。 
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朗読を工夫す
ると「銀河鉄
道の夜」の世
界 観 が 伝 わ
る。「やまな
し」はどんな
世界観がある
のだろう。 

五月はクラ
ムボンが死ん
だり，「ぎらぎ
ら」などの表
現があって怖
い感じがした
りする。恐ろ
しい世界だと
思う。 

やまなしが
落ちてきてか
にたちを喜ば
せているとこ
ろが賢治の考
え方と重なる
な。 

賢治には農
業への理想や
人間らしい生
き方などの考
え方があった
のだ。「やまな
し」にも思い
が込められて
いるのかな。 

「クラムボン
は死んだよ。」
は不気味な感
じが伝わるよ
うに低い声で
ゆっくり読も
う。 

朗読は物語
の世界観を自
分なりに表現
できて楽しか
った。 

１ 教材との出合い・試し作り・課題解決の見通し 

○ 教材との出合い 

 ・ 朗読モデルを聞いた感想の交流 

 ・ 試行（試しの朗読） 

 ・ 朗読の観点の確認 

 ・ 単元の学習課題の設定 

 

２～５ 限定された場面での試行錯誤（本時） 

○ 宮沢賢治の生き方・考え方の把握 

「宮沢賢治は，どのような生き方・考え方 

をしていたのだろうか。」 

〇「やまなし」の読み取り 

「五月の谷川は，かにたちにとってどの 

ような世界なのだろうか。」 

「十二月の谷川は，かにたちにとってど 

のような世界なのだろうか。」 

「五月と十二月は，どんな共通点や相違 

点があるのだろうか。」 

 
６ 広い場面での試行錯誤 

「なぜ，宮沢賢治は『やまなし』という題 

名を付けたのだろうか。」 

・ 宮沢賢治の生き方・考え方と教材材    

「やまなし」との関係付け 

 

 作者の生き方・考え方や表現の工夫から物語

が描かれた世界を自分なりに捉える。 

 自分の思いが伝わる朗読をするには，どの

ように読めばよいのだろうか。 

８ 活用場面の想起 

・ 朗読発表会と相互評価 

・ 単元の振り返り（自己評価） 

 

７ 試行の見直し 

「自分の読みたい場面を朗読するには， 

どのようにすればよいだろうか。」 

 ・ 朗読記号の記入 

 ・ 朗読の練習 
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５ 本 時（４／８） 

(1) 目 標  

十二月の世界を想像する活動を通して，五月と十二月の谷川を比較してかにの成長，水や光の様

子の違い，やまなしの存在に気付き，自分なりの解釈を朗読に表わそうとすることができる。 

(2) 本時の展開に当たって 

十二月の谷川がどのような世界か捉えさせるために， 五月のかにの会話，水や光の様子を表す言

葉を想起させながら十二月のかにや谷川の様子を表す言葉に着目させたり，「やまなしを見て，かに

は居すくまっているかな。」と問い，やまなしがどのような存在であるか話し合わせたりする。 

 (3) 実 際 

過程 主な学習活動 時間 教師の具体的な働きかけ 

 １ 本時の学習課題を設定する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 十二月の世界について話し合う。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
３ 学習のまとめを行う。 
 
 
 
４ 本時の学習を振り返り，自分や友達のよかった
ところを話し合う。 

 
 
 

(分) 

 

 

 

７ 
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○ 比喩・色彩・擬声語等の表現に
着目して言葉を吟味することに
つながる学習課題を設定させる
ために，「十二月も同じ読み方が
よいかな。」と問いかけて十二月
を五月と同じように朗読した後
の感想を交流させたり，五月と十
二月の挿絵を並べて提示してそ
れぞれから受ける印象をひと言
で伝え合わせたりさせる。 

〇 自分の考えを明確にさせるために，
十二月の世界に対する直感をノートに
書かせた上で，直感の根拠となる叙述
を基にその理由を考えさせる。 

〇 かにの成長に気付かせるために，五
月と十二月のかにの会話に着目させ
る。その際，「かにはいつもどこを見な
がら会話をしているのかな。」「大きく
なったかにはクラムボンを見ることは
もうなかったのかな。」と問い，かにの
様子の違いについて話し合わせる。 

〇 五月と十二月の水や光の様子の違い
に気付かせるために，「十二月の谷川も
青く暗く鋼のように見えるのかな。」と
問い，十二月の谷川の情景が分かる言
葉を抜き出させる。 

〇 かにたちにとってやまなしがどのよ
うな存在か気付かせるために，「かには
声も出ず，居すくまっているかな。」と
問い，かにの様子を表す叙述を基にか
にたちがやまなしをどのような存在で
あると思っているか想像させる。 

〇 自分の考えを再構築させるために，
みんなで話し合った中で出てきた「静
か」「落ち着く」「あたたかい」等の中か
ら学習課題のまとめとして適切なもの
を判断させる。 

○ 十二月の世界を自分なりに解釈でき
たことを実感させるために,直感とま
とめを比較させながら考えの変容を振
り返らせる。その際，板書を基に比喩や
色彩語，やまなしに着目して五月と十
二月を比較させる。 
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 十二月の谷川は，かにたちにとってどの
ような世界といえるのだろうか。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 十二月の水や光の様
子から，谷川は静かで
落ち着いている様子が
伝わってくるよ。 
【水や光の様子】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

静かな谷川は，成長したかにたちにとっ
て静かであたたかい世界だといえる。 
 

成長したかにたちにとって，谷川は静かで落

ち着く世界なんだ。上からやってきたやまなし

からあたたかい雰囲気も感じるよ。 

 五月と十二月の場面を比べたり，水や

光の様子の観点を加えたりすることが

できたよ。 

「大人の世界」だと思います。 

かにの兄弟はいつも天井を見ているから，クラム
ボンの正体はきっと泡だと思う。かにの会話から，
かにたちが成長したことが分かるよ。【かにの成長】 

 
 
 
 
 
 

 

僕は十二月の場面を朗読発表したい。 

十二月は五月と同じ
ように「不気味さ」が伝
わる朗読ではいけない。 

挿絵も五月と十二月
は違う雰囲気だな。やま
なしも出てくるよ。 

五月 
上の方や横

の方は，青く
暗く鋼のよう
に見えます。 

十二月 
あんまり

月が明るく
水がきれい
なので， 

五月 

かわせみ 
十二月 

やまなし 

やまなしはいいにお
いを与えたし，かにはお
どるようにして追いか
けた。あたたかい存在
だ。【上から来たもの】 

十二月 

やっぱりぼくのあわ

は大きいね。 

五月 

クラムボンはかぷかぷ笑
ったよ。 

 

関係付け 

関係付け 



 


